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１ - ３ ．アンケート調査の質問項目と実施






図表 １ - １ 　質問項目の構成と項目数
章 質問番号 質問内容 項目数 質問方法
１ Ｑ １ 個人属性 ５ 多肢選択
2 Ｑ 2 海外経験 ４ 多肢選択
2 Ｑ ３ , Ｑ ４ 異文化体験 8 多肢選択
３
Ｑ ５ , Ｑ 6 .ａ〜ｂ
SQ 6 - １ , SQ 6 - ３ 〜 6 - ５
異文化体験や交流で困ったことの経験 7 多肢選択










6 Ｑ 8 国際理解 ５ 多肢選択
6 Ｑ ９ グローバルマインドセット ３6 多肢選択
8 Ｑ１0 PPDAC−科学的な問題解決方法− １8 多肢選択
7 Ｑ１１ グローバルに活躍するために必要な能力 １ 自由記入
アンケート調査は平成27年 ４ 月2４日（金）から ５ 月１6日（土）の間に実施し、全国7３校の１,９１１名
から有効回答を得た。 １校あたりの平均回答者数は約26名であった。
回答に対して、主として、 １ - ４ 節で述べる分析単位（学年×性別）を表側、質問毎の選択肢を表




１ - ４ ．調査回答の結果
調査回答について、図表 １ - ２にＱ １（個人属性）の分析結果を示す。






























































以上、収集した個人属性データから、図表 １ - ３に示す「学年×性別」を分析単位とし、Ｑ 2以降
の分析を行った。
























２ - １ ．渡航経験
海外渡航経験について尋ねた結果、「ない」が849名で全体の44.5％となり、「ある」が1,061名で全
体の55.5％となった。高校生全体では、海外渡航経験がある生徒がない生徒を上回ることが示され




図表 ２ - １ 　海外渡航経験
ない ある Total
1 年女子 n ２8２ ２11 493
構成比 57.２％ 4２.8％ １00.0％
２ 年女子 n 144 ２94 438
構成比 ３２.9％ 67.1％ １00.0％
３ 年女子 n 56 155 ２１１
構成比 ２6.5％ 7３.5％ １00.0％
1 年男子 n ２14 105 3１9
構成比 67.1％ ３２.9％ １00.0％
２ 年男子 n 104 188 ２9２
構成比 ３5.6％ 64.4％ １00.0％
３ 年男子 n 49 108 １57
構成比 ３1.２％ 68.8％ １00.0％
Total n 849 １,06１ １,9１0
構成比 44.5％ 55.5％ １00.0％
２ - ２ ．渡航先国数
渡航先国数について尋ねた結果、 1カ国が最も多く（405名）、 ３分の 1以上の生徒がここに該当し






図表 ２ - ２ 　渡航先国数
1 ヵ国 ２ヵ国 ３ヵ国 4ヵ国 5ヵ国 6ヵ国 7ヵ国 8ヵ国 9ヵ国 10ヵ国以上 Total
1 年女子 n 94 4２ ２２ 15 10 9 9 ２ 0 8 ２１１
構成比 44.5％ 19.9％ 10.4％ 7.1％ 4.7％ 4.３％ 4.３％ 0.9％ 0.0％ ３.8％ １00.0％
２ 年女子 n 11２ 67 5３ 18 10 6 5 ３ ２ 18 ２94
構成比 ３8.1％ ２２.8％ 18.0％ 6.1％ ３.4％ ２.0％ 1.7％ 1.0％ 0.7％ 6.1％ １00.0％
３ 年女子 n 49 ３4 ２２ 1２ 15 4 7 ２ 1 9 １55
構成比 ３1.6％ ２1.9％ 14.２％ 7.7％ 9.7％ ２.6％ 4.5％ 1.３％ 0.6％ 5.8％ １00.0％
1 年男子 n 5３ 16 10 9 5 ３ ３ 1 ２ ３ １05
構成比 50.5％ 15.２％ 9.5％ 8.6％ 4.8％ ２.9％ ２.9％ 1.0％ 1.9％ ２.9％ １00.0％
２ 年男子 n 66 41 ３1 ２３ 6 4 6 ２ 1 8 １88
構成比 ３5.1％ ２1.8％ 16.5％ 1２.２％ ３.２％ ２.1％ ３.２％ 1.1％ 0.5％ 4.３％ １00.0％
３ 年男子 n ３1 ２0 1２ 1２ 16 6 0 1 0 10 １08
構成比 ２8.7％ 18.5％ 11.1％ 11.1％ 14.8％ 5.6％ 0.0％ 0.9％ 0.0％ 9.３％ １00.0％
Total n 405 ２２0 １50 89 6２ 3２ 30 １１ 6 56 １,06１
構成比 38.２％ ２0.7％ １4.１％ 8.4％ 5.8％ 3.0％ ２.8％ １.0％ 0.6％ 5.3％ １00.0％
２ - 3 ．国名（ １年以上）
一年以上の外国での滞在経験を有する生徒に対して、一番長く滞在した国について尋ねた結果、ア
メリカ合衆国4２名（３0.２％）、中国２２名（15.8％）、シンガポール10名（7.２％）と続いた。他には、香
港（ 7名、5.0％）、ドイツ（ 6名、4.３％）、イギリス（ 6名、4.３％）、マレーシア（ 5名、３.6％）、台
湾（ 5名、３.6％）、インドネシア（ 4名、２.9％）、フィリピン（ 4名、２.9％）、大韓民国（ ３名、２.２％）、





図表 ２ - ３ 　一番長く滞在した国（ １年以上の滞在者のみ）
n 有効％ 累積％
アメリカ合衆国 4２ ３0.２％ ３0.２％
中国 ２２ 15.8％ 46.0％
シンガポール 10 7.２％ 5３.２％
香港 7 5.0％ 58.３％
ドイツ 6 4.３％ 6２.6％
イギリス 6 4.３％ 66.9％
n 有効％ 累積％
マレーシア 5 ３.6％ 70.5％
台湾 5 ３.6％ 74.1％
インドネシア 4 ２.9％ 77.0％
フィリピン 4 ２.9％ 79.9％
大韓民国 ３ ２.２％ 8２.0％




オランダ ２ 1.4％ 84.9％
タイ ２ 1.4％ 86.３％
ベトナム ２ 1.4％ 87.8％
オーストラリア 1 0.7％ 88.5％
オーストリア 1 0.7％ 89.２％
ブラジル 1 0.7％ 89.9％
カンボジア 1 0.7％ 90.6％
チリ 1 0.7％ 91.4％
フランス 1 0.7％ 9２.1％
グアム 1 0.7％ 9２.8％
n 有効％ 累積％
インド 1 0.7％ 9３.5％
モンゴル 1 0.7％ 94.２％
ニュージーランド 1 0.7％ 95.0％
パナマ 1 0.7％ 95.7％
ロシア 1 0.7％ 96.4％
セネガル 1 0.7％ 97.1％
南アフリカ 1 0.7％ 97.8％
スペイン 1 0.7％ 98.6％
アラブ首長国連邦 1 0.7％ 99.３％
合衆国領有小離島 1 0.7％ 100.0％
Total １39 １00.0％
２ - 4 ．滞在期間
海外での滞在期間について尋ねた結果、 1 週間から ２ 週間未満が最も多く、３76名が該当した
（３5.4％）。次に、 1週間未満が続き、３1３名（２9.5％）が該当した。続いて、 ２週間から 1カ月未満が
147名（1３.9％）であった。これらの生徒を合わせると全体の78.8％となり、多くの生徒の滞在期間は
1 カ月未満であることが示された。一方で、滞在期間が 5 年以上という生徒が55名（5.２％）おり、
長期の海外経験を有する生徒の存在も示された。























n 78 70 ２２ 5 0 ３ ２ ３ 5 8 15 ２１１
構成比 ３7.0％ ３３.２％ 10.4％ ２.4％ 0.0％ 1.4％ 0.9％ 1.4％ ２.4％ ３.8％ 7.1％ １00.0％
２ 年
女子
n 88 1２6 ３8 7 6 ２ ３ ３ 9 ２ 10 ２94
構成比 ２9.9％ 4２.9％ 1２.9％ ２.4％ ２.0％ 0.7％ 1.0％ 1.0％ ３.1％ 0.7％ ３.4％ １00.0％
３ 年
女子
n 40 ３２ ３4 8 ３ 16 5 ３ ３ ３ 8 １55
構成比 ２5.8％ ２0.6％ ２1.9％ 5.２％ 1.9％ 10.３％ ３.２％ 1.9％ 1.9％ 1.9％ 5.２％ １00.0％
1 年
男子
n ３9 ２9 1２ 7 0 0 4 4 4 0 6 １05
構成比 ３7.1％ ２7.6％ 11.4％ 6.7％ 0.0％ 0.0％ ３.8％ ３.8％ ３.8％ 0.0％ 5.7％ １00.0％
２ 年
男子
n 44 90 ２4 6 1 ３ 4 4 5 ２ 5 １88
構成比 ２３.4％ 47.9％ 1２.8％ ３.２％ 0.5％ 1.6％ ２.1％ ２.1％ ２.7％ 1.1％ ２.7％ １00.0％
３ 年
男子
n ２4 ２9 17 4 ２ 1３ ２ ２ 1 ３ 11 １08
構成比 ２２.２％ ２6.9％ 15.7％ ３.7％ 1.9％ 1２.0％ 1.9％ 1.9％ 0.9％ ２.8％ 10.２％ １00.0％
Total n 3１3 376 １47 37 １２ 37 ２0 １9 ２7 １8 55 １,06１
構成比 ２9.5％ 35.4％ １3.9％ 3.5％ １.１％ 3.5％ １.9％ １.8％ ２.5％ １.7％ 5.２％ １00.0％
─ 11 ─
第２章　海外経験と異文化体験
２ - 5 ．異文化体験の機会















1 年女子 n ２7 180 1３0 1２0 ３6 493
構成比 5.5％ ３6.5％ ２6.4％ ２4.３％ 7.３％ １00.0％
２ 年女子 n 8 10３ 105 179 4３ 438
構成比 1.8％ ２３.5％ ２4.0％ 40.9％ 9.8％ １00.0％
３ 年女子 n 1 5３ 50 78 ２9 ２１１
構成比 0.5％ ２5.1％ ２３.7％ ３7.0％ 1３.7％ １00.0％
1 年男子 n ２4 1３３ 87 61 14 3１9
構成比 7.5％ 41.7％ ２7.３％ 19.1％ 4.4％ １00.0％
２ 年男子 n 1３ 86 65 94 ３4 ２9２
構成比 4.5％ ２9.5％ ２２.３％ ３２.２％ 11.6％ １00.0％
３ 年男子 n 6 47 ２9 48 ２7 １57
構成比 ３.8％ ２9.9％ 18.5％ ３0.6％ 17.２％ １00.0％
Total n 79 60２ 466 580 １83 １,9１0
構成比 4.１％ 3１.5％ ２4.4％ 30.4％ 9.6％ １00.0％
２ - 6 ．外国人との交流













1年女子 49３ 4.77 1.1２
２ 年女子 4３8 4.88 1.1２
３ 年女子 ２11 4.64 1.３0
1 年男子 ３19 4.44 1.３4
２ 年男子 ２9２ 4.56 1.２9
３ 年男子 157 4.59 1.３8
Total １,9１0 4.68 １.２4
ｂ　
知識確認
1年女子 49３ 4.78 1.11
２ 年女子 4３8 4.85 1.09
３ 年女子 ２11 4.60 1.２8
1 年男子 ３19 4.50 1.３1
２ 年男子 ２9２ 4.6２ 1.２7
３ 年男子 157 4.71 1.３4
Total １,9１0 4.70 １.２１
ｃ　
積極学習
1年女子 49３ 5.04 1.1２
２ 年女子 4３8 5.２1 1.08
３ 年女子 ２11 4.8３ 1.３３
1 年男子 ３19 4.55 1.３5
２ 年男子 ２9２ 4.69 1.３２
３ 年男子 157 4.75 1.３1




1年女子 49３ ３.7２ 1.３1
２ 年女子 4３8 ３.94 1.２9
３ 年女子 ２11 ３.98 1.41
1 年男子 ３19 ３.64 1.３9
２ 年男子 ２9２ ３.76 1.３8
３ 年男子 157 ３.9２ 1.47




1年女子 49３ 4.90 1.２0
２ 年女子 4３8 5.04 1.17
３ 年女子 ２11 4.81 1.３8
1 年男子 ３19 4.３4 1.4２
２ 年男子 ２9２ 4.49 1.40
３ 年男子 157 4.71 1.３4
Total １,9１0 4.75 １.3２
ｆ　
親和自信
1年女子 49３ ３.64 1.３6
２ 年女子 4３8 ３.67 1.40
３ 年女子 ２11 ３.69 1.49
1 年男子 ３19 ３.54 1.50
２ 年男子 ２9２ ３.59 1.48
３ 年男子 157 ３.80 1.5２
Total １,9１0 3.64 １.44
ｇ　
生活自信
1年女子 49３ 4.06 1.３7
２ 年女子 4３8 4.14 1.41
３ 年女子 ２11 4.00 1.4３
1 年男子 ３19 ３.74 1.5２
２ 年男子 ２9２ ３.97 1.３8
３ 年男子 157 ３.99 1.51
Total １,9１0 4.00 １.43
─ 13 ─
第２章　海外経験と異文化体験


























生徒も男子生徒も学年があるほどその経験する割合も増えた（ 1年女子29.8％、 2 年女子４8.9％、 3
年女子５1.2％、 1 年男子2４.５％、 2 年男子39.0％、 3 年男子５0.3％）。とりわけ、 3 年生では、困った
経験した生徒は過半数を超えた。 3 年生になるとそれだけ異文化を経験し、それを振り返る機会が
あったことを示している。




1年女子 n 3４7 1４7 494
構成比 70.2％ 29.8％ １00.0％
2 年女子 n 22４ 21４ 4３8
構成比 ５1.1％ ４8.9％ １00.0％
3 年女子 n 103 108 2１１
構成比 ４8.8％ ５1.2％ １00.0％
女子小計 n 67４ ４69 １,１4３
構成比 ５9.0％ ４1.0％ １00.0％
1 年男子 n 2４1 78 ３１9
構成比 7５.５％ 2４.５％ １00.0％
2 年男子 n 178 11４ 292
構成比 61.0％ 39.0％ １00.0％
3 年男子 n 78 79 １５7
構成比 ４9.7％ ５0.3％ １00.0％
男子小計 n ４97 271 768
構成比 6４.7％ 3５.3％ １00.0％
女子・男子合計 n １,１7１ 740 １,9１１
構成比 6１.３％ ３8.7％ １00.0％
─ 15 ─
第３章　異文化体験や交流で困ったことの経験










1年女子 n ５3 9４ １47
構成比 36.1％ 63.9％ １00.0％
2 年女子 n 60 1５４ 2１4
構成比 28.0％ 72.0％ １00.0％
3 年女子 n 21 87 １08
構成比 19.４％ 80.6％ １00.0％
女子小計 n 13４ 33５ 469
構成比 28.6％ 71.４％ １00.0％
1 年男子 n ４2 36 78
構成比 ５3.8％ ４6.2％ １00.0％
2 年男子 n 29 8５ １１4
構成比 2５.４％ 7４.6％ １00.0％
3 年男子 n 21 ５8 79
構成比 26.6％ 73.４％ １00.0％
男子小計 n 92 179 27１
構成比 33.9％ 66.1％ １00.0％
女子・男子合計 n 226 ５１4 740
構成比 ３0.５％ 69.５％ １00.0％
３ - ３ ．直面した出来事の目新しさ	 	
（SQ 6 - １ ．その出来事の目新しさを 6段階で表すと、どのくらいでしたか？）
国の文化の違いから生じた困った出来事を経験したことのある生徒（女子生徒４69人、男子生徒271
人）に、その経験の目新しさを 6段階表で聞いた（「 1．全く目新しくなかった」から「 6．非常に



























1 2 3 ４ ５ 6
1 年女子 n 6 17 23 3５ 38 28 １47
構成比 ４.1％ 11.6％ 1５.6％ 23.8％ 2５.9％ 19.0％ １00.0％
2 年女子 n 6 1４ 21 ５9 67 ４7 2１4
構成比 2.8％ 6.５％ 9.8％ 27.6％ 31.3％ 22.0％ １00.0％
3 年女子 n ５ 8 ５ 29 ４0 21 １08
構成比 ４.6％ 7.４％ ４.6％ 26.9％ 37.0％ 19.４％ １00.0％
女子小計 n 17 39 ４9 123 1４５ 96 469
構成比 3.6％ 8.3％ 10.４％ 26.2％ 30.9％ 20.５％ １00.0％
1 年男子 n ４ 10 1４ 21 20 9 78
構成比 ５.1％ 12.8％ 17.9％ 26.9％ 2５.6％ 11.５％ １00.0％
2 年男子 n ４ 6 9 26 ４3 26 １１4
構成比 3.５％ ５.3％ 7.9％ 22.8％ 37.7％ 22.8％ １00.0％
3 年男子 n ４ 7 8 13 29 18 79
構成比 ５.1％ 8.9％ 10.1％ 16.５％ 36.7％ 22.8％ １00.0％
男子小計 n 12 23 31 60 92 ５3 27１
構成比 ４.４％ 8.５％ 11.４％ 22.1％ 33.9％ 19.6％ １00.0％
女子・男子合計 n 29 62 80 １8３ 2３7 １49 740
構成比 ３.9％ 8.4％ １0.8％ 24.7％ ３2.0％ 20.１％ １00.0％
３ - 4 ．国の文化の違いから生じた困った出来事の具体例	
（Ｑ 6 .ｃ．その状況について簡単に説明してください（最大１５0文字/３80words））
困った出来事を経験した生徒にその具体的な説明を自由回答式で問いた。それぞれの回答を分析
し、キーワードで大分類とその中の小分類でグルーピングした。分析結果は図表 ３ - ４（女子）と図










































































1 言葉の壁・ジェスチャーの違い 33 27 ４0.8％ 30 ５0 37.４％ 11 31 38.9％ ５５.2％ 32.2％ 38.8％
2 生活習慣の違い 2 32 23.1％ 9 72 37.9％ 2 23 23.1％ 9.7％ 37.9％ 12.2％
生活習慣の違い 0 ４ 2.7％ 1 ４ 2.3％ 0 2 1.9％ 0.7％ 3.0％ 1.0％
食べ物が合わなかった 0 11 7.５％ 0 23 10.7％ 0 ５ ４.6％ 0.0％ 11.6％ 3.４％
食文化の違い 0 8 ５.４％ ５ 1５ 9.3％ 0 1 0.9％ 3.7％ 7.2％ 2.５％
トイレのマナー、様式の違い 0 2 1.４％ 0 1４ 6.５％ 1 6 6.５％ 0.7％ 6.6％ 2.0％
入浴の仕方の違い 1 1 1.４％ 0 6 2.8％ 1 2 2.8％ 1.５％ 2.7％ 1.0％
人と人の距離が近い・挨拶
（フレンドリー 、ハグ・キス） 1 2 2.0％ 1 2 1.４％ 0 2 1.9％ 1.５％ 1.8％ 0.7％
十分に水が使えなかった 0 2 1.４％ 0 ５ 2.3％ 0 2 1.9％ 0.0％ 2.7％ 0.8％
土足で家にあがった 0 1 0.7％ 1 2 1.４％ 0 2 1.9％ 0.7％ 1.５％ 0.５％
服装の違い 0 0 0.0％ 1 1 0.9％ 0 1 0.9％ 0.7％ 0.6％ 0.3％
3 文化・価値観の違い 6 16 1５.0％ 7 1４ 9.8％ 3 18 19.４％ 11.9％ 1４.3％ ５.6％
文化・価値間の違い 0 ４ 2.7％ 0 6 2.8％ 0 2 1.9％ 0.0％ 3.6％ 1.0％
マナーの違い ４ 6 6.8％ 3 6 ４.2％ 2 0 1.9％ 6.7％ 3.6％ 1.8％
時間に関する感覚の違い 1 2 2.0％ 0 1 0.５％ 0 11 10.2％ 0.7％ ４.2％ 1.3％
はっきりとした意見が
求められた 1 2 2.0％ 3 0 1.４％ 0 2 1.9％ 3.0％ 1.2％ 0.7％
相手国の方々が積極的 0 1 0.7％ 1 1 0.9％ 1 3 3.7％ 1.５％ 1.５％ 0.6％
他人・警察に頼れなかった 0 1 0.7％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0.0％ 0.3％ 0.1％
議論の仕方の違い 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％
４ 宗教による違い 2 ４ ４.1％ 3 3 2.8％ 1 3 3.7％ ４.５％ 3.0％ 1.４％
５ 衛生状態が悪かった 0 3 2.0％ 2 6 3.7％ 1 2 2.8％ 2.2％ 3.3％ 1.2％
6 差別・いじめにあった 0 1 0.7％ 1 3 1.9％ 0 ４ 3.7％ 0.7％ 2.４％ 0.8％
7 同居者とのトラブル 0 2 1.４％ 0 2 0.9％ 0 ５ ４.6％ 0.0％ 2.7％ 0.8％
ホストファミリー 0 2 1.４％ 0 1 0.５％ 0 ４ 3.7％ 0.0％ 2.1％ 0.6％
ルームメイト 0 0 0.0％ 0 1 0.５％ 0 1 0.9％ 0.0％ 0.6％ 0.2％
8 交通事情 1 ４ 3.４％ 0 2 0.9％ 0 1 0.9％ 0.7％ 2.1％ 0.7％
交通事情が悪かった 0 2 1.４％ 0 1 0.５％ 0 0 0.0％ 0.0％ 0.9％ 0.3％
迷子になった 0 2 1.４％ 0 1 0.５％ 0 0 0.0％ 0.0％ 0.9％ 0.3％
  交通手段が分からなかった 1 0 0.7％ 0 0 0.0％ 0 1 0.9％ 0.7％ 0.3％ 0.2％
9 学校教育制度の違い 2 1 2.0％ 2 1 1.４％ 1 0 0.9％ 3.7％ 0.6％ 0.6％
10 治安が悪かった・犯罪にあった 0 ５ 3.４％ 0 1 0.５％ 0 0 0.0％ 0.0％ 1.8％ 0.５％
11 金の使方が分からなかった/おつりの問題 0 2 1.４％ 0 2 0.9％ 0 1 0.9％ 0.0％ 1.５％ 0.４％
12 押し売り、お金が要求された 0 2 1.４％ 0 3 1.４％ 0 0 0.0％ 0.0％ 1.５％ 0.４％
13 顧客サービスが悪かった 0 1 0.7％ 0 2 0.9％ 0 0 0.0％ 0.0％ 0.9％ 0.3％
1４ 日本の文化が説明できなかった 0 2 1.４％ 0 1 0.５％ 0 0 0.0％ 0.0％ 0.9％ 0.3％
1５ 政治的意見を求められて困った 0 1 0.7％ 0 1 0.５％ 1 0 0.9％ 0.7％ 0.6％ 0.3％
16 ホテルの設備の損傷壊（水回り、ロック） 0 1 0.7％ 0 2 0.9％ 0 0 0.0％ 0.0％ 0.9％ 0.3％
17 その他 7 6 8.8％ 8 1４ 10.3％ 2 10 11.1％ 12.7％ 9.0％ ４.1％
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1 言葉の壁・ジェスチャーの違い 33 13 ５9.0％ 13 29 36.8％ 10 2４ ４3.0％ 60.9％ 36.9％ ４５.0％
2 生活習慣の違い ４ 18 28.2％ 2 31 28.9％ 2 12 17.7％ 8.7％ 3４.1％ 2５.５％
生活習慣の違い 0 2 2.6％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0.0％ 1.1％ 0.7％
食べ物が合わなかった 0 ４ ５.1％ 1 13 12.3％ 1 ４ 6.3％ 2.2％ 11.7％ 8.５％
食文化の違い 2 1 3.8％ 0 1 0.9％ 1 2 3.8％ 3.3％ 2.2％ 2.6％
トイレのマナー、様式の違い 1 ５ 7.7％ 1 ４ ４.４％ 0 2 2.５％ 2.2％ 6.1％ ４.8％
入浴の仕方の違い 0 1 1.3％ 0 6 ５.3％ 0 1 1.3％ 0.0％ ４.５％ 3.0％
人と人の距離が近い・挨拶
（フレンドリー 、ハグ・キス） 0 2 2.6％ 0 3 2.6％ 0 2 2.５％ 0.0％ 3.9％ 2.6％
十分に水が使えなかった 0 1 1.3％ 0 2 1.8％ 0 1 1.3％ 0.0％ 2.2％ 1.５％
土足で家にあがった 1 1 2.6％ 0 1 0.9％ 0 0 0.0％ 1.1％ 1.1％ 1.1％
服装の違い 0 1 1.3％ 0 1 0.9％ 0 0 0.0％ 0.0％ 1.1％ 0.7％
3 文化・価値観の違い 2 1 3.8％ 6 2 7.0％ 2 11 16.５％ 10.9％ 7.8％ 8.9％
文化・価値間の違い 1 0 1.3％ 3 0 2.6％ 0 ４ ５.1％ ４.3％ 2.2％ 3.0％
マナーの違い 1 0 1.3％ 2 1 2.6％ 1 2 3.8％ ４.3％ 1.7％ 2.6％
時間に関する感覚の違い 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 3 3.8％ 0.0％ 1.7％ 1.1％
はっきりとした意見が
求められた 0 0 0.0％ 0 1 0.9％ 0 0 0.0％ 0.0％ 0.6％ 0.４％
相手国の方々が積極的 0 0 0.0％ 1 0 0.9％ 1 1 2.５％ 2.2％ 0.6％ 1.1％
他人・警察に頼れなかった 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 1 1.3％ 0.0％ 0.6％ 0.４％
議論の仕方の違い 0 1 1.3％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0.0％ 0.6％ 0.４％
４ 宗教による違い 1 1 2.6％ 2 2 3.５％ 1 0 1.3％ ４.3％ 1.7％ 2.6％
５ 衛生状態が悪かった 0 3 3.8％ 1 ４ ４.４％ 0 1 1.3％ 1.1％ ４.５％ 3.3％
6 差別・いじめにあった 0 1 1.3％ 0 1 0.9％ 2 0 2.５％ 2.2％ 1.1％ 1.５％
7 同居者とのトラブル 0 0 0.0％ 0 2 1.8％ 0 3 3.8％ 0.0％ 2.8％ 1.8％
ホストファミリー 0 0 0.0％ 0 2 1.8％ 0 3 3.8％ 0.0％ 2.8％ 1.8％
ルームメイト 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％
8 交通事情 0 0 0.0％ 0 3 2.6％ 0 3 3.8％ 0.0％ 3.４％ 2.2％
交通事情が悪かった 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％
迷子になった 0 0 0.0％ 0 1 0.9％ 0 2 2.５％ 0.0％ 1.7％ 1.1％
  交通手段が分からなかった 0 0 0.0％ 0 2 1.8％ 0 1 1.3％ 0.0％ 1.7％ 1.1％
9 学校教育制度の違い 0 0 0.0％ 1 0 0.9％ 10 1 13.9％ 12.0％ 0.6％ ４.４％
10 治安が悪かった・犯罪にあった 0 0 0.0％ 0 ５ ４.４％ 0 2 2.５％ 0.0％ 3.9％ 2.6％
11 金の使方が分からなかった/おつりの問題 0 0 0.0％ 0 2 1.8％ 0 1 1.3％ 0.0％ 1.7％ 1.1％
12 押し売り、お金が要求された 0 0 0.0％ 0 2 1.8％ 0 3 3.8％ 0.0％ 2.8％ 1.8％
13 顧客サービスが悪かった 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 1 1.3％ 0.0％ 0.6％ 0.４％
1４ 日本の文化が説明できなかった 0 0 0.0％ 1 1 1.8％ 0 1 1.3％ 1.1％ 1.1％ 1.1％
1５ 政治的意見を求められて困った 0 0 0.0％ 0 1 0.9％ 0 1 1.3％ 0.0％ 1.1％ 0.7％
16 ホテルの設備の損傷壊（水回り、ロック） 0 0 0.0％ 0 1 0.9％ 0 0 0.0％ 0.0％ 0.6％ 0.４％
17 その他 3 6 11.５％ ５ ４ 7.9％ 2 6 10.1％ 10.9％ 8.9％ 9.6％
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３ - ５ ．国の文化の違いから生じた困った出来事の影響	
（SQ 6 - ３ ．その出来事は、その国の文化に対する、あなたの考え方について影響を与えまし
たか？　SQ 6 - 4 ．その出来事の後、あなたの異文化に対する考え方や行動はどのくらい変
化しましたか？）








1年女子 n ４7 100 １47
構成比 32.0％ 68.0％ １00.0％
2 年女子 n ５3 161 2１4
構成比 2４.8％ 7５.2％ １00.0％
3 年女子 n 31 77 １08
構成比 28.7％ 71.3％ １00.0％
女子小計 n 131 338 469
構成比 27.9％ 72.1％ １00.0％
1 年男子 n 29 ４9 78
構成比 37.2％ 62.8％ １00.0％
2 年男子 n 2４ 90 １１4
構成比 21.1％ 78.9％ １00.0％
3 年男子 n 22 ５7 79
構成比 27.8％ 72.2％ １00.0％
男子小計 n 7５ 196 27１
構成比 27.7％ 72.3％ １00.0％
女子・男子合計 n 206 ５３4 740
構成比 27.8％ 72.2％ １00.0％
SQ 6 - ４ では、考え方が変わったと答えた５3４人の生徒に具体的にどのような変化があったかを質




















1年女子 n 71 ５8 36 ４４ 29 １00
構成比 71.0％ ５8.0％ 36.0％ ４４.0％ 29.0％ ─
2 年女子 n 108 91 60 ５４ 36 １6１
構成比 67.1％ ５6.５％ 37.7％ 33.５％ 22.４％ ─
3 年女子 n ５8 36 39 36 21 77
構成比 7５.3％ ４6.8％ ５0.6％ ４6.8％ 27.3％ ─
女子小計 n 237 18５ 13５ 13４ 86 ３３8
構成比 70.1％ ５４.7％ 39.9％ 39.6％ 2５.４％ ─
1 年男子 n 32 26 22 1５ 13 49
構成比 6５.3％ ５3.1％ ４４.9％ 30.6％ 26.５％ ─
2 年男子 n ５9 ４6 38 30 23 90
構成比 6５.6％ ５1.1％ ４2.2％ 33.3％ 2５.6％ ─
3 年男子 n 38 29 37 29 28 ５7
構成比 66.7％ ５0.9％ 6４.9％ ５0.9％ ４9.1％ ─
男子小計 n 129 101 97 7４ 6４ １96
構成比 6５.8％ ５1.５％ ４9.５％ 37.8％ 32.7％ ─
女子・男子合計 n ３66 286 2３2 208 １５0 ５３4
構成比 68.５％ ５３.6％ 4３.4％ ３9.0％ 28.１％ ─












































生の各項目の得点が高い傾向（ 1年生：1項目、 2年生：4項目、 3年生：8項目）であるのに対し、
男子は、 ５項目（ａ．相手推察、ｂ．決定変更、ｃ．価値尊重、ｄ．複数視点、ｅ．複数選択）につ
いて、 1年生の得点が高い傾向が見受けられた（ 1年生：4項目、 2年生：1項目、 3年生：8項目）。
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図表 ４ - １ 　文化の違いから生じる出来事への対処行動：コンピテンシー 
（Ｑ ７ ．予想−SQ ６ - ２ ．実態）
Ｑ ７．予想 SQ ６ - 2 ．実態 予想－実態
n 平均 SD n 平均 SD 差異
a　相手推察 1年女子 34７ 4.48 0.92 14７ 4.0５ 1.4７ 0.43
2 年女子 224 4.５1 0.99 214 4.34 1.31 0.1７
3 年女子 103 4.44 1.0５ 108 4.14 1.42 0.30
1 年男子 241 4.42 1.13 ７8 3.90 1.７1 0.５3
2 年男子 1７8 4.31 1.21 114 4.11 1.５0 0.20
3 年男子 ７8 4.33 1.24 ７9 4.11 1.34 0.22
Total １,１７１ ４.４４ １.06 ７４0 ４.１5 １.４４ 0.29
b　決定変更 1年女子 34７ 4.５７ 0.9５ 14７ 3.６8 1.６2 0.89
2 年女子 224 4.７1 1.0５ 214 3.88 1.６1 0.84
3 年女子 103 4.７4 0.9７ 108 3.94 1.５５ 0.80
1 年男子 241 4.５9 1.10 ７8 3.82 1.５9 0.７６
2 年男子 1７8 4.4７ 1.19 114 3.8６ 1.６2 0.６1
3 年男子 ７8 4.44 1.2６ ７9 4.01 1.29 0.42
Total １,１７１ ４.59 １.0７ ７４0 3.85 １.5７ 0.７４
c　価値尊重 1年女子 34７ 4.６６ 0.91 14７ 4.2６ 1.５3 0.40
2 年女子 224 4.６9 0.9６ 214 4.4６ 1.3５ 0.23
3 年女子 103 4.７8 1.0５ 108 4.42 1.3５ 0.3６
1 年男子 241 4.７3 1.04 ７8 3.9７ 1.６8 0.７６
2 年男子 1７8 4.５4 1.0７ 114 4.43 1.48 0.12
3 年男子 ７8 4.49 1.2７ ７9 4.44 1.30 0.04
Total １,１７１ ４.66 １.0１ ７４0 ４.36 １.４４ 0.3１
d　複数視点 1年女子 34７ 4.23 1.01 14７ 3.94 1.49 0.29
2 年女子 224 4.42 1.08 214 3.91 1.4７ 0.５2
3 年女子 103 4.49 1.13 108 4.11 1.５2 0.3７
1 年男子 241 4.48 1.0６ ７8 4.09 1.５７ 0.39
2 年男子 1７8 4.31 1.23 114 4.13 1.39 0.18
3 年男子 ７8 4.40 1.42 ７9 4.0６ 1.49 0.33
Total １,１７１ ４.36 １.１１ ７４0 ４.0１ １.４8 0.35
e　複数選択 1年女子 34７ 4.48 0.90 14７ 3.99 1.５５ 0.49
2 年女子 224 4.６0 0.9７ 214 3.93 1.41 0.６７
3 年女子 103 4.６５ 1.08 108 4.00 1.4５ 0.６５
1 年男子 241 4.５1 1.04 ７8 3.６５ 1.６７ 0.8６
2 年男子 1７8 4.40 1.21 114 3.99 1.５1 0.41
3 年男子 ７8 4.５8 1.28 ７9 4.08 1.3７ 0.５0
Total １,１７１ ４.52 １.0４ ７４0 3.95 １.４8 0.5７
f　意見促進 1年女子 34７ 4.６4 0.92 14７ 3.７4 1.５７ 0.90
2 年女子 224 4.７７ 1.01 214 3.8５ 1.５0 0.92
3 年女子 103 4.７8 1.01 108 3.8６ 1.５５ 0.92
1 年男子 241 4.５2 1.13 ７8 3.７７ 1.５8 0.７５
2 年男子 1７8 4.33 1.23 114 3.88 1.６1 0.4５
3 年男子 ７8 4.５６ 1.34 ７9 3.8７ 1.32 0.６9
Total １,１７１ ４.60 １.08 ７４0 3.83 １.53 0.７７
g　協力関係 1年女子 34７ 4.91 0.8６ 14７ 4.12 1.６0 0.７9
2 年女子 224 4.89 0.93 214 4.21 1.５4 0.６8
3 年女子 103 4.89 1.01 108 4.49 1.５8 0.40
1 年男子 241 4.７4 1.04 ７8 3.9６ 1.６５ 0.７8
2 年男子 1７8 4.５６ 1.1５ 114 4.18 1.６1 0.38
3 年男子 ７8 4.81 1.12 ７9 4.29 1.49 0.５2
Total １,１７１ ４.8１ １.00 ７４0 ４.2１ １.58 0.60
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Ｑ ７．予想 SQ ６ - 2 ．実態 予想－実態
n 平均 SD n 平均 SD 差異
h　反対傾聴 1年女子 34７ 4.82 0.94 14７ 3.６５ 1.６６ 1.1７
2 年女子 224 4.8６ 0.88 214 3.６4 1.６0 1.21
3 年女子 103 4.84 1.00 108 3.8６ 1.６3 0.98
1 年男子 241 4.６2 1.0６ ７8 3.31 1.７５ 1.31
2 年男子 1７8 4.５8 1.1５ 114 3.７６ 1.６2 0.82
3 年男子 ７8 4.７1 1.1５ ７9 3.9７ 1.48 0.７3
Total １,１７１ ４.７４ １.0１ ７４0 3.７0 １.63 １.05
i　能力活用 1年女子 34７ 4.39 1.0５ 14７ 3.６2 1.６1 0.７７
2 年女子 224 4.40 1.04 214 3.７６ 1.６3 0.６4
3 年女子 103 4.3６ 1.18 108 3.81 1.５8 0.５５
1 年男子 241 4.3５ 1.19 ７8 3.７1 1.６６ 0.６５
2 年男子 1７8 4.19 1.29 114 3.81 1.６５ 0.38
3 年男子 ７8 4.42 1.33 ７9 3.80 1.６0 0.６3
Total １,１７１ ４.35 １.１5 ７４0 3.７４ １.62 0.6１
j　意見説明 1年女子 34７ 3.9５ 1.01 14７ 3.48 1.５５ 0.4６
2 年女子 224 4.00 1.04 214 3.49 1.６0 0.５2
3 年女子 103 4.02 1.23 108 3.６７ 1.６2 0.3５
1 年男子 241 4.03 1.21 ７8 3.６７ 1.７５ 0.3７
2 年男子 1７8 4.01 1.2５ 114 3.６9 1.６７ 0.31
3 年男子 ７8 4.09 1.34 ７9 3.６3 1.５７ 0.4６
Total １,１７１ ４.00 １.１４ ７４0 3.58 １.6１ 0.４2
k　解決確認 1年女子 34７ 4.01 1.03 14７ 3.41 1.48 0.６0
2 年女子 224 4.1５ 1.08 214 3.49 1.５9 0.６６
3 年女子 103 4.32 1.22 108 3.６3 1.６2 0.６9
1 年男子 241 4.10 1.1６ ７8 3.82 1.６0 0.2７
2 年男子 1７8 4.21 1.13 114 3.５9 1.６8 0.６3
3 年男子 ７8 4.0５ 1.39 ７9 3.84 1.44 0.22
Total １,１７１ ４.１2 １.１3 ７４0 3.58 １.58 0.53
l　学習確認 1年女子 34７ 4.38 1.09 14７ 4.31 1.５4 0.0７
2 年女子 224 4.５2 1.13 214 4.4７ 1.4５ 0.0５
3 年女子 103 4.６0 1.22 108 4.23 1.６0 0.3７
1 年男子 241 4.21 1.18 ７8 4.41 1.4６ －0.20
2 年男子 1７8 4.2５ 1.23 114 4.49 1.4５ －0.24
3 年男子 ７8 4.4５ 1.28 ７9 4.６8 1.29 －0.23
Total １,１７１ ４.38 １.１７ ７４0 ４.４2 １.４8 −0.05
m　熱意維持 1年女子 34７ 4.30 1.0７ 14７ 3.90 1.５9 0.40
2 年女子 224 4.42 1.12 214 4.04 1.６６ 0.38
3 年女子 103 4.39 1.20 108 4.2６ 1.６4 0.13
1 年男子 241 4.32 1.21 ７8 4.01 1.６2 0.30
2 年男子 1７8 4.12 1.2７ 114 4.04 1.５4 0.08
3 年男子 ７8 4.3７ 1.34 ７9 4.08 1.５0 0.30
Total １,１７１ ４.3１ １.１７ ７４0 ４.05 １.60 0.2７
４ - 2 ．コンピテンシー活用：実際 
（SQ 6 - 2 ．国の文化の違いによる出来事に直面したことのある生徒の場合）
Ｑ ５で国の文化から生じた、困った（困惑した）出来事に直面したことが「ある」と回答した生徒





























点が一番高い学年の項目は、女子の場合（ 1年生： 0項目、 2年生： 3項目、 3年生：10項目）、男
子の場合（ 1年生： 0項目、 2年生： ５項目、 3年生： 8項目）であり、性別によらず、高学年ほど
コンピテンシー行動がとれる傾向が見られた。













































図表 ５ - １ 　女子、男子、および、帰国生、一般生の層別による頻出キーワード
女子 男子
名　詞 サ変名詞 動　詞 名　詞 サ変名詞 動　詞
自分 １03 授業 3８ 思う １65 英語 60 授業 ２８ 思う 9８
学校 77 話 ２3 言う １06 学校 53 一緒 １3 言う 5８
英語 70 勉強 ２２ 行く 93 自分 53 意見 １２ 行く 47
日本人 67 意見 ２0 困る 53 日本人 4２ 生活 １２ 違う 4２
先生 4２ 一緒 １4 違う 5２ 友達 ２9 ホ ムーステイ １１ 感じる 34
感じ 40 意識 １２ 帰る 46 最初 ２5 関係 １１ 困る 3１
友達 40 差別 １１ 感じる 44 外国 ２4 話 １１ 話す ２5
向こう 39 生活 １１ 聞く 4２ 感じ ２4 会話 １0 帰る ２２
海外 30 関係 9 話す 30 先生 ２4 びっくり 9 聞く １9
日本語 ２7 質問 9 考える ２８ 海外 ２２ 勉強 ８ 来る １7
帰国生 一般生
名　詞 サ変名詞 動　詞 名　詞 サ変名詞 動　詞
自分 １04 授業 5１ 思う １２８ 自分 60 話 36 思う １56
英語 93 意見 ２２ 言う 93 日本人 56 授業 ２3 行く 77
学校 9１ 勉強 ２２ 行く 73 学校 4２ 一緒 １８ 言う 73
友達 60 生活 １８ 違う 56 海外 40 意見 １6 違う 45
日本人 56 テスト １3 帰る 54 英語 39 プログラム １3 困る 44
感じ 46 一緒 １3 感じる 46 外国 39 ホ ムーステイ １3 感じる 40
先生 45 関係 １3 困る 43 向こう ２4 経験 １0 聞く 36
向こう 37 びっくり １２ 聞く ２6 感じ ２２ 質問 １0 話す 33
最初 33 会話 １１ 話す ２6 現地 ２１ 意識 9 考える ２7








































































































































































































































する自由記入をした回答者のみが分析対象となっている。図表 ５ - ３では、性別と学年で層別された
データによる頻出キーワードを１0件ずつを示している。
図表 ５ - ３ 　性別および学年の層別による抽出された頻出キーワード
女子（全体） 男子（全体）
名　詞 サ変名詞 動　詞 名　詞 サ変名詞 動　詞
英語 ８3 ホ ムーステイ 39 思う 55 英語 57 食事 １２ 通じる ２9
自分 54 会話 ２7 食べる 5２ 自分 3８ 苦労 １0 聞く ２6
言葉 44 食事 ２１ 言う 45 言葉 ２5 話 １0 困る ２4
外国 4１ 授業 ２0 困る 40 外国 ２4 ホ ムーステイ 9 言う ２２
文化 4１ 生活 ２0 違う 3８ 文化 ２２ 会話 ８ 思う ２１
学校 34 理解 １８ 行く 3８ 現地 ２0 観光 ８ 知る ２0
日本人 ２7 シャワー １5 通じる 35 学校 １9 説明 ８ 食べる １9
相手 ２6 説明 １5 聞く 3２ 相手 １9 理解 ８ 伝える １9
トイレ ２5 留学 １3 伝える 3１ トイレ １6 シャワー 7 来る １7
友達 ２5 交流 １２ 伝わる ２9 海外 １4 関係 7 行く １6
女子　 １年 男子　 １年
名　詞 サ変名詞 動　詞 名　詞 サ変名詞 動　詞
英語 ２5 ホ ムーステイ 9 行く １7 英語 １6 関係 4 通じる １3
自分 １5 食事 7 違う １6 外国 １5 生活 4 思う ８
外国 １4 シャワー 6 食べる １4 言葉 １１ 説明 4 伝える ８
学校 １２ 交流 6 思う １3 トイレ 9 道案内 3 聞く ８
言葉 １２ 授業 6 通じる １１ 自分 ８ チェック ２ 言う 7
文化 １２ 会話 5 聞く １１ 文化 ８ ホ ムーステイ ２ 食べる 7
タクシー 7 生活 5 言う １0 相手 6 意思 ２ 知る 7
日本人 7 活動 4 困る １0 ドイツ語 4 意味 ２ 困る 6
友達 7 観光 4 伝える 9 海外 4 観光 ２ 伝わる 6
コミュニケ シーョン 6 注文 4 使う ８ 英単語 3 仕事 ２ 違う 5
女子　 ２年 男子　 ２年
名　詞 サ変名詞 動　詞 名　詞 サ変名詞 動　詞
英語 4２ ホ ムーステイ １9 食べる 33 英語 ２4 話 7 通じる １3
自分 ２5 会話 １3 言う ２８ 自分 １3 会話 6 言う １0
外国 ２4 食事 １１ 思う ２6 学校 9 食事 5 聞く １0
言葉 ２3 理解 １１ 困る ２１ 現地 ８ 理解 5 行く 9
文化 ２3 生活 １0 違う １9 言葉 ８ 料理 5 困る 9
トイレ １８ 説明 9 通じる １８ 食べ物 ８ シャワー 4 入る 9
相手 １6 意見 ８ 行く １7 コミュニケ シーョン 7 ホ ムーステイ 4 違う ８
現地 １5 発音 ８ 入る １6 風呂 7 苦労 4 合う 7
海外 １3 ホスト 7 聞く １5 海外 6 交流 4 使う 7
日本人 １２ 一緒 7 合う １3 言語 6 学習 3 知る 7
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女子　 ３年 男子　 ３年
名　詞 サ変名詞 動　詞 名　詞 サ変名詞 動　詞
英語 １6 ホ ムーステイ １１ 思う １6 英語 １7 苦労 6 困る 9
自分 １4 会話 9 困る 9 自分 １7 食事 5 思う 9
電車 １２ 授業 7 伝える 9 現地 9 留学 5 聞く ８
学校 １１ 理解 6 伝わる 9 文化 9 授業 4 来る ８
ホストファミリー １0 留学 6 言う 7 学校 7 ホ ムーステイ 3 話せる 7
言葉 9 生活 5 使う 6 相手 7 解決 3 行く 6
日本人 ８ シャワー 4 通じる 6 友達 7 観光 3 食べる 6
友達 7 ホスト 4 聞く 6 ホストファミリー 6 関係 3 知る 6
最初 6 参加 4 食べる 5 言葉 6 困惑 3 話しかける 6










次に、共起ネットワーク（図表 ５ - ４）を作成した。なお、性別および学年における層別はデータ
量が十分ではなく、図から意味を読みとることができなかったため本稿では省略した。












































































































次に、海外経験あり、なしによる層別の分析を行った。図表 ５ - ５に頻出キーワードを示す。
図表 ５ - ５ 　海外経験あり、なしの層別による頻出キーワード
海外経験あり 海外経験なし
名　詞 サ変名詞 動　詞 名　詞 サ変名詞 動　詞
英語 １35 ホ ムーステイ 46 思う 75 外国 １0 交流 3 伝わる 6
自分 90 会話 35 食べる 7１ 言葉 7 あいさつ ２ 通じる 5
文化 63 食事 3１ 言う 67 英語 5 ホ ムーステイ ２ 伝える 5
言葉 6２ 授業 ２6 困る 63 キャラクター ２ 一緒 ２ 来る 5
外国 55 理解 ２6 通じる 59 コミュニケ シーョン ２ 観光 ２ 話しかける 5
学校 5１ 生活 ２5 聞く 54 ジェスチャー ２ 食事 ２ 違う 4
相手 43 シャワー ２２ 行く 5２ 英会話 ２ 生活 ２ 答える 4
トイレ 4１ 説明 ２２ 違う 49 海外 ２ 案内 １ 聞く 4
現地 39 話 ２１ 伝える 45 学校 ２ 意思 １ 行う ２





















５ - ３ ．クリティカルインシデントの解決要因
異文化経験に関するクリティカルインシデント経験者（740名、内 １名除外）を対象として、解決
度SQ 6 - 6 に影響したインシデントの性質（目新しさ、異文化に関する事前理解度）と、解決に利用















































































































































６ - １ ．外国事情の説明力
Ｑ ８では、生徒たちに、「政治」・「経済」・「貧困問題」・「歴史」・「宗教」の観点別に、外国のどこ
か一つの国について、どのくらい詳しく説明することができるかどうかを「 １．全くできない」から










図表 ６ - １ 　Ｑ ８（国際理解）の学年別・男女別の集計結果
Ｑ ８．国際理解
n 平均 SD
ａ　政治 １年女子 494 2.2８ １.１4
2 年女子 43８ 2.47 １.１８
3 年女子 2１0 2.54 １.2１
１ 年男子 3１9 2.5６ １.30
2 年男子 292 2.92 １.29
3 年男子 １57 3.00 １.43
Total １,9１0 2.5６ １.25
ｂ　経済 １年女子 494 2.3１ １.１7
2 年女子 43８ 2.57 １.１9
3 年女子 2１0 2.53 １.22
１ 年男子 3１9 2.６６ １.32
2 年男子 292 3.00 １.34
3 年男子 １57 3.１0 １.47
Total １,9１0 2.６2 １.28
ｃ　 貧困
問題
１年女子 494 2.97 １.32
2 年女子 43８ 3.27 １.32
3 年女子 2１0 3.09 １.32
１ 年男子 3１9 3.00 １.35
2 年男子 292 3.24 １.39
3 年男子 １57 3.１9 １.39
Total １,9１0 3.１2 １.35
Ｑ ８．国際理解
n 平均 SD
ｄ　歴史 １年女子 494 3.0１ １.33
2 年女子 43８ 3.１9 １.33
3 年女子 2１0 3.09 １.3１
１ 年男子 3１9 3.2１ １.4１
2 年男子 292 3.29 １.3８
3 年男子 １57 3.40 １.40
Total １,9１0 3.１7 １.3６
ｅ　宗教 １年女子 494 3.0１ １.30
2 年女子 43８ 3.05 １.2８
3 年女子 2１0 3.0１ １.30
１ 年男子 3１9 3.03 １.3８
2 年男子 292 3.09 １.3６
3 年男子 １57 3.0８ １.5１
Total １,9１0 3.04 １.34
─ 39 ─
第６章　国際理解とグローバルマインドセット






の 4つの観点別に、「 １．全くあてはまらない」から「 ６．とてもあてはまる」の ６段階の自己評価
で尋ねた。












Ⅱ　ｆ １年女子 494 4.90 １.１2
2 年女子 43８ 4.94 １.１0
3 年女子 2１１ 4.８2 １.2８
１ 年男子 3１9 4.50 １.35
2 年男子 292 4.６2 １.23
3 年男子 １57 4.57 １.30
Total １,9１１ 4.7６ １.22
Ⅲ　ａ １年女子 494 4.８7 １.１4
2 年女子 43８ 5.１3 0.97
3 年女子 2１１ 4.97 １.１7
１ 年男子 3１9 4.52 １.23
2 年男子 292 4.６9 １.１６
3 年男子 １57 4.7８ １.１0
Total １,9１１ 4.85 １.１4
Ⅲ　ｂ １年女子 494 5.29 0.８7
2 年女子 43８ 5.40 0.８5
3 年女子 2１１ 5.3６ 0.92
１ 年男子 3１9 4.94 １.１８
2 年男子 292 5.09 １.09
3 年男子 １57 5.20 １.１3




Ⅲ　ｃ １年女子 494 5.07 １.02
2 年女子 43８ 5.25 0.90
3 年女子 2１１ 5.0６ １.04
１ 年男子 3１9 4.75 １.25
2 年男子 292 4.８5 １.１0
3 年男子 １57 4.90 １.１5
Total １,9１１ 5.0１ １.07
Ⅲ　ｄ １年女子 494 4.94 0.97
2 年女子 43８ 5.１１ 0.94
3 年女子 2１１ 5.03 １.0１
１ 年男子 3１9 4.６0 １.１６
2 年男子 292 4.73 １.１１
3 年男子 １57 4.73 １.１3
Total １,9１１ 4.88 １.05
Ⅳ　ａ １年女子 494 5.１4 １.04
2 年女子 43８ 5.１６ 0.99
3 年女子 2１１ 5.03 １.04
１ 年男子 3１9 4.８3 １.25
2 年男子 292 4.7６ １.１６
3 年男子 １57 4.95 １.１１






Ⅳ　ｂ １年女子 494 5.37 0.92
2 年女子 43８ 5.39 0.８7
3 年女子 2１１ 5.27 0.9８
１ 年男子 3１9 5.１3 １.１１
2 年男子 292 5.03 １.１2
3 年男子 １57 5.１3 0.99
Total １,9１１ 5.25 １.00
Ⅳ　ｆ １年女子 494 5.１１ １.0８
2 年女子 43８ 5.１5 １.0１
3 年女子 2１１ 5.１0 １.05
１ 年男子 3１9 4.８６ １.2６
2 年男子 292 4.８4 １.１６
3 年男子 １57 5.0１ １.１3




Ⅳ　ｇ １年女子 494 5.32 0.9６
2 年女子 43８ 5.45 0.８7
3 年女子 2１１ 5.39 0.9１
１ 年男子 3１9 5.03 １.23
2 年男子 292 5.１2 １.0８
3 年男子 １57 5.27 １.0６
Total １,9１１ 5.28 １.02
Ⅳ　ｊ １年女子 494 4.7８ １.24
2 年女子 43８ 4.８0 １.24
3 年女子 2１１ 4.73 １.40
１ 年男子 3１9 4.６7 １.39
2 年男子 292 4.６4 １.30
3 年男子 １57 4.８１ １.30














Ⅱ　ａ １年女子 494 5.29 １.１9
2 年女子 43８ 5.47 0.95
3 年女子 2１１ 5.25 １.33
１ 年男子 3１9 4.８4 １.57
2 年男子 292 5.１4 １.29
3 年男子 １57 5.05 １.4１




Ⅱ　ｂ １年女子 494 5.2６ １.１3
2 年女子 43８ 5.44 0.８８
3 年女子 2１１ 5.29 １.１4
１ 年男子 3１9 4.77 １.4１
2 年男子 292 5.00 １.2６
3 年男子 １57 5.0１ １.34






Ⅱ　ｃ １年女子 494 4.６9 １.5１
2 年女子 43８ 5.0１ １.32
3 年女子 2１１ 4.7１ １.53
１ 年男子 3１9 4.27 １.70
2 年男子 292 4.６5 １.5６
3 年男子 １57 4.44 １.６7
Total １,9１１ 4.６7 １.54
Ⅱ　ｄ １年女子 494 5.0６ １.25
2 年女子 43８ 5.2１ １.09
3 年女子 2１１ 5.04 １.35
１ 年男子 3１9 4.52 １.53
2 年男子 292 4.7８ １.39
3 年男子 １57 4.８１ １.44




Ⅱ　ｅ １年女子 494 4.８4 １.22
2 年女子 43８ 4.93 １.１６
3 年女子 2１１ 4.75 １.35
１ 年男子 3１9 4.50 １.3８
2 年男子 292 4.59 １.24
3 年男子 １57 4.６4 １.3６
Total １,9１１ 4.74 １.28




Ⅲ　ｅ １年女子 494 4.30 １.１7
2 年女子 43８ 4.35 １.１６
3 年女子 2１１ 4.35 １.29
１ 年男子 3１9 4.１5 １.3１
2 年男子 292 4.１3 １.29
3 年男子 １57 4.39 １.29
Total １,9１１ 4.27 １.24
Ⅲ　ｆ １年女子 494 4.02 １.40
2 年女子 43８ 4.05 １.3８
3 年女子 2１１ 4.１１ １.44
１ 年男子 3１9 3.８2 １.55
2 年男子 292 3.８0 １.49
3 年男子 １57 4.05 １.4６
Total １,9１１ 3.97 １.45
Ⅲ　ｇ １年女子 494 4.１9 １.3１
2 年女子 43８ 4.１3 １.25
3 年女子 2１１ 4.2１ １.32
１ 年男子 3１9 4.07 １.42
2 年男子 292 3.97 １.34
3 年男子 １57 4.2１ １.37




Ⅲ　ｈ １年女子 494 3.８9 １.40
2 年女子 43８ 4.00 １.35
3 年女子 2１１ 4.0１ １.4１
１ 年男子 3１9 3.92 １.47
2 年男子 292 3.８5 １.45
3 年男子 １57 4.20 １.33
Total １,9１１ 3.95 １.4１
Ⅲ　ｉ １年女子 494 3.６2 １.45
2 年女子 43８ 3.６5 １.3８
3 年女子 2１１ 3.６7 １.50
１ 年男子 3１9 3.６６ １.4８
2 年男子 292 3.６3 １.4１
3 年男子 １57 3.８2 １.40
Total １,9１１ 3.６６ １.44
Ⅲ　ｊ １年女子 494 4.5６ １.１１
2 年女子 43８ 4.59 １.04
3 年女子 2１１ 4.６１ １.１2
１ 年男子 3１9 4.30 １.29
2 年男子 292 4.4１ １.１６
3 年男子 １57 4.44 １.2１













Ⅰ　ａ １年女子 494 3.45 １.34
2 年女子 43８ 3.６１ １.32
3 年女子 2１１ 3.3６ １.34
１ 年男子 3１9 3.34 １.4１
2 年男子 292 3.44 １.35
3 年男子 １57 3.６１ １.47
Total １,9１１ 3.47 １.3６
Ⅰ　ｂ １年女子 494 3.7８ １.１4
2 年女子 43８ 4.00 １.１7
3 年女子 2１１ 3.８5 １.2８
１ 年男子 3１9 3.7６ １.2６
2 年男子 292 3.８7 １.2１
3 年男子 １57 4.04 １.39
Total １,9１１ 3.87 １.22
Ⅰ　ｃ １年女子 494 3.６3 １.09
2 年女子 43８ 3.８0 １.09
3 年女子 2１１ 3.73 １.20
１ 年男子 3１9 3.６８ １.22
2 年男子 292 3.８６ １.20
3 年男子 １57 3.93 １.32




Ⅰ　ｄ １年女子 494 3.3６ １.１2
2 年女子 43８ 3.６0 １.１4
3 年女子 2１１ 3.5６ １.23
１ 年男子 3１9 3.40 １.2６
2 年男子 292 3.６3 １.１9
3 年男子 １57 3.7８ １.37
Total １,9１１ 3.52 １.20
Ⅰ　ｅ １年女子 494 3.１4 １.2８
2 年女子 43８ 3.39 １.27
3 年女子 2１１ 3.42 １.42
１ 年男子 3１9 3.03 １.34
2 年男子 292 3.24 １.35
3 年男子 １57 3.40 １.53
Total １,9１１ 3.25 １.34
Ⅰ　ｆ １年女子 494 2.54 １.１3
2 年女子 43８ 2.74 １.20
3 年女子 2１１ 2.８６ １.3１
１ 年男子 3１9 2.70 １.27
2 年男子 292 2.８7 １.2８
3 年男子 １57 2.9６ １.43
Total １,9１１ 2.73 １.25




Ⅳ　ｃ １年女子 494 4.１0 １.52
2 年女子 43８ 4.43 １.53
3 年女子 2１１ 4.27 １.６0
１ 年男子 3１9 3.9１ １.６0
2 年男子 292 4.3８ １.43
3 年男子 １57 4.3６ １.６0




Ⅳ　ｄ １年女子 494 4.07 １.45
2 年女子 43８ 4.4８ １.4１
3 年女子 2１１ 4.25 １.49
１ 年男子 3１9 3.7１ １.4８
2 年男子 292 3.93 １.45
3 年男子 １57 3.99 １.50






Ⅳ　ｅ １年女子 494 3.59 １.６4
2 年女子 43８ 3.95 １.６６
3 年女子 2１１ 3.８0 １.7６
１ 年男子 3１9 3.33 １.5１
2 年男子 292 3.８８ １.54
3 年男子 １57 3.８5 １.６7
Total １,9１１ 3.72 １.６4
Ⅳ　ｈ １年女子 494 3.６８ １.49
2 年女子 43８ 3.８６ １.4６
3 年女子 2１１ 3.８3 １.54
１ 年男子 3１9 3.６１ １.5１
2 年男子 292 4.0１ １.44
3 年男子 １57 3.99 １.50




Ⅳ　ｉ １年女子 494 4.2１ １.40
2 年女子 43８ 4.52 １.33
3 年女子 2１１ 4.39 １.44
１ 年男子 3１9 4.１4 １.4８
2 年男子 292 4.43 １.39
3 年男子 １57 4.45 １.35
Total １,9１１ 4.35 １.40
Ⅳ　ｋ １年女子 494 4.40 １.32
2 年女子 43８ 4.52 １.29
3 年女子 2１１ 4.45 １.4１
１ 年男子 3１9 4.23 １.45
2 年男子 292 4.47 １.34
3 年男子 １57 4.45 １.37








Ⅱ　ｇ １年女子 494 3.22 １.39
2 年女子 43８ 3.2６ １.3６
3 年女子 2１１ 3.42 １.50
１ 年男子 3１9 3.47 １.5１
2 年男子 292 3.55 １.4６
3 年男子 １57 3.６9 １.4６
Total １,9１１ 3.38 １.44
Ⅱ　ｈ １年女子 494 3.54 １.42
2 年女子 43８ 3.53 １.39
3 年女子 2１１ 3.６9 １.4８
１ 年男子 3１9 3.7１ １.54
2 年男子 292 3.79 １.50
3 年男子 １57 3.８4 １.50




Ⅱ　ｉ １年女子 494 3.６7 １.30
2 年女子 43８ 3.74 １.24
3 年女子 2１１ 3.7１ １.47
１ 年男子 3１9 3.８9 １.40
2 年男子 292 3.８2 １.42
3 年男子 １57 4.１7 １.35
Total １,9１１ 3.79 １.35
第６章　国際理解とグローバルマインドセット
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第 ７ 章　グローバルに活躍するために必要な能力 
―自由記述からの分析―



























思う。様々な国に対して、謙虚で広い心を持つことができるだろう。 〈 ３ 年・女子・渡航経験無〉
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図表 ７ - ２ 　女子の頻出ワード
名詞 サ変名詞 形容動詞 動詞
能力 906 教育 ３9７ 必要 629 思う 1,290
英語 ７56 意見 ３1３ 大切 160 受ける 246
コミュニケ シーョン 516 授業 28７ 様々 10３ 考える 209
自分 512 理解 21７ いろいろ 65 話す 1７8
外国 ３15 交流 125 グローバル 62 伝える 1７３
文化 290 活躍 110 さまざま 48 持つ 16７
相手 222 会話 85 重要 ３9 知る 164
積極 208 獲得 ７6 柔軟 ３6 学ぶ 145
機会 190 尊重 56 大事 ３4 話せる 1３9
言語 148 勉強 55 適切 1７ 増やす ７３
図表 ７ - ３ 　男子の頻出ワード
名詞 サ変名詞 形容動詞 動詞
能力 569 教育 29３ 必要 400 思う 661
英語 4７8 授業 1３8 大切 ７2 考える 1３4
自分 280 理解 128 様々 62 受ける 11７
コミュニケ シーョン 26７ 意見 11７ グローバル 54 話す 108
外国 221 活躍 86 重要 50 学ぶ 96
文化 210 交流 6７ 大事 ３9 持つ 90
言語 124 会話 61 さまざま ３３ 知る 89
積極 114 獲得 51 いろいろ 26 話せる 6７
相手 101 解決 44 柔軟 18 伝える 61
世界 100 学習 40 不可欠 1７ 行う ３７
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図表 ７ - ４ 　渡航経験有の頻出キーワード
名詞 サ変名詞 形容動詞 動詞
能力 846 教育 ３9３ 必要 59７ 思う 1,162
英語 6７5 意見 285 大切 158 考える 2３2
自分 5３３ 授業 250 様々 10７ 受ける 198
コミュニケ シーョン 426 理解 224 グローバル 80 持つ 185
文化 ３08 活躍 1３３ 重要 59 話す 155
外国 248 交流 122 さまざま 56 知る 15３
相手 209 獲得 ７2 いろいろ 54 学ぶ 14３
言語 191 解決 ７1 大事 46 伝える 142
積極 180 会話 69 柔軟 ３8 話せる 105
世界 1７2 尊重 55 不可欠 20 行く 60
図表 ７ - ５ 　渡航経験無の頻出キーワード
名詞 サ変名詞 形容動詞 動詞
能力 629 教育 29７ 必要 4３2 思う ７89
英語 558 授業 1７5 大切 ７4 受ける 165
コミュニケ シーョン ３5７ 意見 145 様々 58 話す 1３1
外国 288 理解 120 いろいろ ３７ 考える 111
自分 259 会話 ７７ グローバル ３6 話せる 101
文化 191 交流 ７0 重要 ３0 知る 100
積極 142 活躍 6３ 大事 2７ 学ぶ 98
相手 114 獲得 55 さまざま 25 伝える 92
機会 109 学習 ３9 柔軟 16 持つ ７2
海外 8３ 勉強 ３７ 適切 14 使う 46








上記のキーワードが多く含まれている自由記述として、図表 ７ - ６ のような反応が挙げられる。
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 〈 2 年・男子（ 2 ）・渡航経験無〉




















































図表 ７ - ８ 　女子の共起ネットワーク図













































































































































７ - ４ ．小括
















































体験に基づいた自己評価が可能な項目の平均は、 1年と 2年の間の開きが大きく、 2年と ３年では開
きが小さいか逆に減少している傾向が見られた。そしてこれらの項目には男女であまり差がないのも
特徴的である。このことは、教育効果の測定に関して、興味深い問題提起になるかもしれない。





図表 ８ - １ 　問題発見力についての問いへの回答
Ｑ10．問題解決力（PPDAC）
n 平均 SD
Ａ　ａ 1年女子 494 ３.82 1.07
2 年女子 4３8 ３.9３ 1.0３
３ 年女子 211 ３.97 1.12
1 年男子 ３19 ３.88 1.19
2 年男子 292 4.07 1.17
３ 年男子 1５7 4.27 1.18
Total １,9１１ 3.95 １.１２
Ａ　ｂ 1年女子 494 4.20 0.99
2 年女子 4３8 4.2６ 0.9６
３ 年女子 211 4.20 1.04
1 年男子 ３19 4.24 1.09
2 年男子 292 4.３9 1.14
３ 年男子 1５7 4.41 1.17
Total １,9１１ 4.２6 １.05
Ｑ10．問題解決力（PPDAC）
n 平均 SD
Ａ　ｃ 1年女子 494 ３.90 1.0６
2 年女子 4３8 ３.99 0.98
３ 年女子 211 ３.98 1.11
1 年男子 ３19 4.0３ 1.17
2 年男子 292 4.14 1.1５
３ 年男子 1５7 4.22 1.22







図表 ８ - ２ 　解決策立案力についての問いへの回答
Ｑ10．問題解決力（PPDAC）
n 平均 SD
Ｂ　ａ 1年女子 494 ３.99 0.97
2 年女子 4３8 4.1３ 0.98
３ 年女子 211 4.14 1.10
1 年男子 ３19 4.04 1.1５
2 年男子 292 4.1６ 1.1３
３ 年男子 1５7 4.24 1.18
Total １,9１１ 4.09 １.06
Ｑ10．問題解決力（PPDAC）
n 平均 SD
Ｂ　ｂ 1年女子 494 ３.81 1.02
2 年女子 4３8 ３.97 1.04
３ 年女子 211 4.00 1.1６
1 年男子 ３19 ３.8６ 1.21
2 年男子 292 4.1３ 1.18
３ 年男子 1５7 4.2５ 1.22





Ｂ　ｃ 1年女子 494 ３.99 1.07
2 年女子 4３8 4.1６ 1.10
３ 年女子 211 4.2３ 1.17
1 年男子 ３19 ３.88 1.３0
2 年男子 292 4.18 1.12
３ 年男子 1５7 4.19 1.22
Total １,9１１ 4.0８ １.１5
Ｂ　ｄ 1年女子 494 ３.91 1.0３
2 年女子 4３8 4.0５ 1.0６
３ 年女子 211 4.08 1.09
1 年男子 ３19 ３.97 1.22
2 年男子 292 4.22 1.09
３ 年男子 1５7 4.21 1.14
Total １,9１１ 4.04 １.１0
Ｑ10．問題解決力（PPDAC）
n 平均 SD
Ｂ　ｅ 1年女子 494 ３.74 1.0３
2 年女子 4３8 ３.90 1.0５
３ 年女子 211 ３.90 1.17
1 年男子 ３19 ３.97 1.22
2 年男子 292 4.0５ 1.1５
３ 年男子 1５7 4.10 1.2３
Total １,9１１ 3.9１ １.１3
Ｑ10の項目群Ｂは、PPDACの二つ目のＰであるPlanについて尋ねている。表 2から、 ５つの項目
のうち、問題の原因の多面的な検討（Ｂ.ａ）、問題の原因の候補のグループでの検討（Ｂ.ｃ）は、情









Ｃ　ａ 1年女子 494 4.1３ 1.10
2 年女子 4３8 4.2５ 1.09
３ 年女子 211 4.22 1.18
1 年男子 ３19 4.10 1.20
2 年男子 292 4.2６ 1.12
３ 年男子 1５7 4.27 1.2３




Ｃ　ｂ 1年女子 494 4.0６ 1.0６
2 年女子 4３8 4.21 0.99
３ 年女子 211 4.18 1.11
1 年男子 ３19 4.18 1.18
2 年男子 292 4.24 1.20
３ 年男子 1５7 4.３2 1.18






Ｃ　ｃ 1年女子 494 ３.7６ 1.0６
2 年女子 4３8 ３.8６ 1.00
３ 年女子 211 ３.98 1.1３
1 年男子 ３19 ３.90 1.18
2 年男子 292 4.01 1.1５
３ 年男子 1５7 ３.99 1.2５
Total １,9１１ 3.８9 １.１１
Ｑ10の項目群Ｃで尋ねているのは、PPDACプロセスの中のＤ（Data）に関する問いであり、デー









Ｄ　ａ 1年女子 494 ３.9５ 1.1６
2 年女子 4３8 4.2５ 1.09
３ 年女子 211 4.08 1.2６
1 年男子 ３19 ３.97 1.2６
2 年男子 292 4.0３ 1.22
３ 年男子 1５7 4.0６ 1.３7
Total １,9１１ 4.06 １.２0
Ｄ　ｂ 1年女子 494 ３.92 1.09
2 年女子 4３8 4.1３ 1.10
３ 年女子 211 4.0６ 1.20
1 年男子 ３19 ３.92 1.24
2 年男子 292 4.12 1.18
３ 年男子 1５7 4.0３ 1.29




Ｄ　ｃ 1年女子 494 ３.8３ 1.0３
2 年女子 4３8 ３.98 1.0３
３ 年女子 211 ３.9３ 1.1３
1 年男子 ３19 ３.89 1.19
2 年男子 292 4.09 1.14
３ 年男子 1５7 4.1３ 1.2６















Ｅ　ａ 1年女子 494 ３.71 1.09
2 年女子 4３8 ３.9３ 1.0５
３ 年女子 211 ３.9３ 1.18
1 年男子 ３19 ３.8６ 1.2６
2 年男子 292 ３.98 1.22
３ 年男子 1５7 4.11 1.2６
Total １,9１１ 3.８８ １.１6
Ｅ　ｂ 1年女子 494 ３.６５ 1.20
2 年女子 4３8 4.02 1.20
３ 年女子 211 4.00 1.３３
1 年男子 ３19 ３.72 1.３５
2 年男子 292 ３.9３ 1.３３
３ 年男子 1５7 4.01 1.48




Ｅ　ｃ 1年女子 494 ３.６0 1.10
2 年女子 4３8 ３.81 1.08
３ 年女子 211 ３.80 1.2５
1 年男子 ３19 ３.7３ 1.20
2 年男子 292 ３.94 1.24
３ 年男子 1５7 ３.9６ 1.27
Total １,9１１ 3.77 １.１7
Ｅ　ｄ 1年女子 494 ３.６６ 1.10
2 年女子 4３8 ３.7３ 1.14
３ 年女子 211 ３.8６ 1.27
1 年男子 ３19 ３.80 1.2６
2 年男子 292 ３.8３ 1.27
３ 年男子 1５7 4.00 1.３0




男子の平均が 1年から ３年にかけて増加するのに対して、女子が 2年と ３年でほぼ同じとなるのが興
味深い。この傾向は、男女の差があまりないものの、次のプレゼンテーション力（Ｅ.ｂ）にも見ら
れる。提案内容の有効性（Ｅ.ｃ）は、男女に差があるものの、男女共 1年と 2年の差の開きがあるが、
2年と ３ 年の差はほぼない。逆に質疑への適切な対応（Ｅ.ｄ）は、 1 年と 2 年の差よりも 2年と ３
年の差の方が若干大きい。この傾向が各生徒のプレゼンテーションでの経験に基づくものか、あるい
は各校の授業内容の特徴、また工夫によるものかに興味がある。














拠の発見、は男子学生は ３学年で直線的に伸びており、女子は 1年と 2年の差に比べて、 2年と ３年
の差が小さい。この傾向は、Ｂ.ｂ．生じている問題の知識や経験を通した説明力、にも見られる。
























































































ｂ- １ ．海外には、通算で何ヵ国へ行きましたか？　※プルダウンメニューで １～１0か国＋
行った外国数 １ ヵ国
ｂ- ２ ．上記ｂ- １ ．で一番長く滞在した国はどこですか？　※プルダウンメニューから国名を選択
国　名



















質問項目 1 ２ ３ ４ 5 6
ａ．外国人と交流する機会があれば、その国の文化について自分が
知っている知識を積極的に使ってみたい。
○ ○ ○ ○ ○ ○
ｂ．外国人と交流する機会があれば、その国の文化について自分が
知っている知識が正しいかどうか確かめてみたい。
○ ○ ○ ○ ○ ○
ｃ．よく知らない国の人たちの文化について、もっとよく知りたい
と思う。
○ ○ ○ ○ ○ ○
ｄ．外国人とノンバーバル（声や表情、しぐさ）なコミュニケーショ
ンをとることができる。
○ ○ ○ ○ ○ ○
ｅ．いろいろな国の人たちとの交流に興味がある。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｆ．よく知らない国の人たちと親しくなれる自信がある。 ○ ○ ○ ○ ○ ○































質問項目 1 ２ ３ ４ 5 6
ａ．相手が置かれた立場や気持ちを察した。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｂ．必要ならば、最初に決めたことを変えた。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｃ．自分と異なる立場の人の価値観を尊重した。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｄ．複数の視点から問題の原因を考えた。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｅ．複数の選択肢を考えた。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｆ．相手が意見を述べやすいように心がけた。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｇ．相手との協力関係を築くように心がけた。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｈ．反対意見にも耳を傾けた。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉ．自分の得意な能力を活かす行動をとった。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｊ．自分の意見を効果的に述べて相手に説明した。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｋ．解決が進んでいるか、途中で確認した。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｌ．今回の出来事から、学んだことを振り返った。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｍ．解決に向けて強い熱意を持ち続けた。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
SQ ６ - ３ ．‌その出来事は、その国の文化に対する、あなたの考え方について影響を与えましたか？
○はい　⇒SQ ６ - ４
○いいえ　⇒SQ ６ - ５







SQ ６ - ５ ．‌その出来事が発生する前の、その国の文化に対するあなたの理解度はどのくらいでした



























質問項目 1 ２ ３ ４ 5 6
ａ．相手が置かれた立場や気持ちを察するだろう。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｂ．必要ならば、最初に決めたことを変えるだろう。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｃ．自分と異なる立場の人の価値観を尊重するだろう。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｄ．複数の視点から問題の原因を考えるだろう。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｅ．複数の選択肢を考えるだろう。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｆ．相手が意見を述べやすいように心がけるだろう。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｇ．相手との協力関係を築くようにするだろう。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｈ．反対意見にも耳を傾けるだろう。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉ．自分の得意な能力を活かす行動をとるだろう。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｊ．自分の意見を効果的に述べて相手に説明するだろう。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｋ．解決が進んでいるか、途中で確認するだろう。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｌ．今回の出来事から、学んだことを振り返るだろう。 ○ ○ ○ ○ ○ ○











1 ２ ３ ４ 5 6
ａ．政治 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｂ．経済 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｃ．貧困問題 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｄ．歴史 ○ ○ ○ ○ ○ ○








Ⅰ．国際的な知識・情報 1 ２ ３ ４ 5 6
ａ．外国語の資料（新聞、ニュース）を用いて、自分の興味ある話
題に関する情報を積極的に収集することができる。
○ ○ ○ ○ ○ ○
ｂ．困難な課題を粘り強く考え、必要に応じて資料を調べたり、人
に尋ねたりして解決できる。
○ ○ ○ ○ ○ ○
ｃ．複雑な問題に直面しても、問題の要点や構造を整理しながら考
えられる。
○ ○ ○ ○ ○ ○
ｄ．説明が難しい複雑なテーマであっても、その要点を捉え、他の
人へ分かりやすく伝えられる。
○ ○ ○ ○ ○ ○
ｅ．自国の「歴史・文化」に関して、外国人に外国語で伝えられる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｆ．自国「政治・経済」に関して、外国人に外国語で伝えられる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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Ⅱ．自分自身について 1 ２ ３ ４ 5 6
ａ．様々な外国へ行ってみたい。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｂ．外国の様々な異文化に触れることは楽しいと思う。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｃ．外国で生活をしてみたい。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｄ．多くの外国人と交流してみたい。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｅ．失敗を恐れずに様々なことにチャレンジしたい。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｆ．困難な状況があっても逃げずに、粘り強く立ち向かいたい。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｇ．自分に自信がある。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｈ．自分の短所よりも長所に目を向けている。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉ．自分は人のために役立つことができる人間だと思う。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ⅲ．社会との関わりについて 1 ２ ３ ４ 5 6
ａ．外国人や自分とは異なる文化に根付く人たちの行動を正しく理
解したい。
○ ○ ○ ○ ○ ○
ｂ．人の考え方には文化差もあるが、個人差もあると思う。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｃ．それぞれの人が持つ文化的な価値の違いを踏まえ、異文化差別
や偏見などの社会的問題を考えるべきだ。
○ ○ ○ ○ ○ ○
ｄ．自分とは異なる考えを持つ人に直面しても、そのような違いが
生じるのはなぜか考え、柔軟に他者を理解していきたい。
○ ○ ○ ○ ○ ○
ｅ．他の人と、うまく付き合っていくことができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｆ．初めて会う人とも、積極的にコミュニケーションをとることが
できる。
○ ○ ○ ○ ○ ○
ｇ．わからないことがあれば、積極的に他の人に質問することができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｈ．多くの人の前で挨拶をするなど、自己表現をすることができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉ．集団での問題解決場面において、率先してリーダー的な役割を
担うことができる。
○ ○ ○ ○ ○ ○
ｊ．議論する際、自分だけが意見を述べることなく、参加者それぞ
れの意見を聞くことができる。
○ ○ ○ ○ ○ ○
Ⅳ．将来について 1 ２ ３ ４ 5 6
ａ．自分の理想自己像をイメージし、多様な観点から職業を選択したい。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｂ．将来、どのような仕事をしたいかを十分に考えて進路を選択したい。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｃ．将来、外国で働くことも視野に入れて、職業を選択したい。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｄ．海外ボランティアなどの国際的な活動に積極的に参加したい。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｅ．将来は、外国の大学や大学院への留学も視野に入れて勉強したい。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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ｆ．いつも何か目標をもって、それに挑戦しながら生きていたい。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｇ．自分のやりたいことを見つけ、それに情熱を傾けたい。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｈ．将来は国際的なリーダーとして活躍し、自国と世界の発展に貢
献したい。
○ ○ ○ ○ ○ ○
ｉ．世界の様々な問題の解決に役立つ人材になりたい。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｊ．他の人の見本となるような優れた人間になりたい。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｋ．自国の文化や技術、考え方を世界や海外の人に積極的に伝え、
自国の存在感を高めていきたい。










Ａ．問題発見力 1 ２ ３ ４ 5 6
ａ．関心ある事柄について、その問題の本質を発見したり、原因を
説明することができる。
○ ○ ○ ○ ○ ○
ｂ．その問題がどのくらい重要であるかを考えることができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｃ．問題の重要度の根拠を見つけることができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｂ．解決策立案力 1 ２ ３ ４ 5 6
ａ．なぜ、そのような問題が生じているのか、いろいろな側面から
考えることができる。
○ ○ ○ ○ ○ ○
ｂ．生じている問題について、知識や経験を通して説明できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｃ．問題に影響を与える原因の候補をチームメンバーと一緒に検討
して列挙し、まとめることができる。
○ ○ ○ ○ ○ ○
ｄ．問題の原因を挙げ、重要度をまとめることができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｅ．問題解決に向けて仮説を立てることができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｃ．データ・情報の収集力 1 ２ ３ ４ 5 6
ａ．仮説を確かめるため、データや情報を収集することができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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ｂ．問題解決に合ったデータや情報を選択できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｃ．集めたデータや情報の正確さがわかる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｄ．分析力 1 ２ ３ ４ 5 6
ａ．集めたデータを集計して、図や表にまとめることができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｂ．作成した図表について、必要に合わせた使い方ができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｃ．分析した結果から、重要な結論を導き出すことができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｅ．提案力 1 ２ ３ ４ 5 6
ａ．作成した図表や分析結果を用いて、有効な問題解決策を提案で
きる。
○ ○ ○ ○ ○ ○
ｂ．提案を適切にプレゼンテーションできる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｃ．提案した内容がどこまで有効かについて説明できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｄ．自分の発表に対する質問に適切に回答できる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｑ１１．将来、グローバルに活躍するために、どのような能力が必要だと思いますか？　また、その能
力を獲得するためにはどのような教育を受けたいと思いますか？
ご協力ありがとうございました。
※本調査結果（要約）を知りたい方は、下記にメールアドレスを記入してください。２015年11月頃に
メール配信します。
